
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年３月 17 日 日本共産党岡山市議団 ＮＯ．３１５ 
岡山市北区大供１－１－１ ０８６－８０３－１７０７ 

 

子育て支援が前進 医療など負担増も  

2026 年 2 月定例岡山市議会は 17 日、全 99 件の

議案を可決し、2 件の陳情を採択して閉会しまし

た。日本共産党市議団は、当局議案のうち 14 件に

反対してやどめ和子議員が、1 件の陳情の採択を

求めて林じゅん議員が討論しました。 

議員提案では、カスタマーハラスメント防止条

例の制定と、後期高齢者医療の保険料上昇抑制を

県に求める決議を可決しました。 

新年度の大きな特徴は、子育て支援の前進です。（ヤッタネ！の詳細は裏面参照） 

また、物価高騰対策として、水道料金値上げの 1 年延期などが実現します。新型コロナワ

クチン接種費用は、他自治体並みの 5,500 円に負担軽減されます。 

一方、後期高齢者医療保険料は 1 人平均年 1 万 8 千円以上値上げ、国保料は 2,700 円値上

げの予算が可決されました。来年度から上乗せ徴収が始まる子ども・子育て支援金をはじめ、

国の制度変更で保険料が引き上がる形になっています。 

介護保険料は、国の 25 年度税制改正の影響で、本来であれば保険料段階が下がって最大

3.3 万円減る場合がありましたが、市は保険料を下げないための条例改定とシステム改修予

算を出しました。党市議団は、法律上可能な市の独自判断による負担軽減や、保険料が下が

った場合の減収分 1.4 億円は介護保険の基金 37.5 億円で対応することを求めました。 

小中学校トイレを全て洋式化する陳情は、費用が予算化されたことで「みなし採択」とな

りました。学校トイレへの生理用品の常備を求める陳情は、全会一致で採択されました。 

このほか、副市長を 2 人から 3 人に増やす条例改正と、林恭生副市長の退任に伴い中原貴

美総務局長と平澤重之理事を副市長に充てる人事を決めました。 

後期高齢者医療 自・公・創・懐など 1.8 万円値上げを可決 

後期高齢者医療の保険料が 1人平均年 18,301 円値上げされようとしていることは、今議会

での大きな論点になりました。田中のぞみ議員が 2月 24 日の共産代表質問で取り上げたこと

が契機となり、26 日には市長と議長の連名で県に保険料上昇抑制のために基金の活用を求め

て要請書を送りました。閉会日には、議会としても意見書を可決しました。このことは他に

も影響し、倉敷市議会が決議を上げ、早島町が県に要請するなど、動きが広がっています。 

一方で岡山市は、党市議団が独自の負担軽減策を求めたのを拒否。市の予算としての値上

げ案は、自民・公明・創政・懐かしい未来などの賛成で、可決されました。 

岡山県後期高齢者医療広域連合議会は 3月 24 日に会議を開き、値上げ案を再審議します。 

２月議会 

閉 会 

討論するやどめ和子議員（左）と林じゅん議員 

２０２６年６月議会の日程（予定） 6/8開会～6/23 閉会 
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共産市議団の代表 

質問が県内に波及 
 



 

26 年 2 月議会で賛否の分かれた 

主な議案・陳情 
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当初予算（アリーナ、自衛官募集、公園に人工芝

敷設のモデル事業などを含む） 
○ × ○ ○ ○  ×  ○ ○ ○ 

苫田ダム受水費の無駄に手を付けない水道予算 ○ × ○ ○ ○  ○  ○ ○ ○ 

後期高齢者医療保険料 1 万 8 千円値上げの予算 ○ × ○ ○ ○  ×  ○ ○ ○ 

国民健康保険料を 2700 円値上げする予算と条例 

※ 維新は予算に賛成し、条例に反対 
○ × ○ ○ ○  ×  ○ ○ ※ 

介護保険料を引き下げず据置きする予算と条例 ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 

陳情 新アリーナ計画の廃止を求める × ○ × × ×  ○  × × ○ 

会派名（表の左から順に）…日本共産党岡山市議団／自由民主党岡山市

議会／公明党岡山市議団／おかやま創政会／みらいえ／懐かしい

未来／おかやま未来プロジェクト／日本維新の会岡山市議団 

 

★各議案の問題点や共産が反対した理由は、市議団ブログをご覧ください→ 

 

  

2026 年度に市民の願いが前進することなど 

 

◎小学校の給食費を無償化（国補助単価 5,200円で足りない分は

市が支出） 

◎中学校の給食費を 2024年度並みに据え置き 

◎小中学校のトイレを 1年で 100％洋式化（便器だけ交換を含む） 

◎不登校支援…こどもと保護者にニーズ把握アンケート

／民間フリースクール利用料の一部補助／児童生徒支

援教室と校内支援教室の増室など 

◎子ども食堂など子どもの居場所づくりの団体に運営費用を補助 

◎市立保育園・こども園で、希望者は紙おむつの持参不要に（サブ

スク制度を導入） 

◎市立保育園・こども園で、2027年度から完全給食に（白飯・お米の持参不要に） 

◎中古住宅の購入費用助成やリフォーム助成で子育て世帯を優遇 

◎「特定空家」の除却の補助上限を引き上げ 

◎町内会への支援…防犯灯・防犯カメラの電気代補助／集会所のエアコン設置補助上限の引

き上げ／デジタル活用促進補助金の新設／市公式 LINEから町内会で情報発信できる機能を

追加など 

◎障害者体育センター（北区二日市町）にエアコン設置 

◎高齢者の新型コロナワクチン接種費用を 5,500円に引き下げ 

◎支線バスの拡大（4月から＝芳泉・岡南線、庭瀬循環線／10月から＝津高方面、牛窓方

面、岡南方面、妹尾方面） 

◎デマンド交通の拡大（西大寺・芳野地区で試験運行開始）   など 

 

 

 

市民の皆さんの署名の

取組や議会陳情など、

ねばり強い運動が市を

動かしました！ 

 


